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少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
労
働
法

制
改
正
の
動
き
な
ど
を
背
景
に
、
企
業
の
雇

用
・
労
務
管
理
の
あ
り
方
や
賃
金
・
人
事
処

遇
制
度
見
直
し
の
動
き
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

今
月
号
か
ら
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
り
、
い
ち

早
く
人
事
諸
制
度
の
改
革
を
進
め
て
い
る
企

業
や
労
働
組
合
の
事
例
を
随
時
、
取
り
上
げ

ま
す
。

　

教
育
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
株
式
会
社
明

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
新
宿

区
）
は
、
個
別
指
導
塾
「
明
光
義
塾
」
を
運

営
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
お
よ
び
直
営
教
室

を
全
国
展
開
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
約
二

〇
〇
教
室
あ
る
直
営
教
室
に
は
、
正
社
員
の

教
室
長
が
一
人
で
教
室
運
営
業
務
全
般
を
担

当
し
、
生
徒
募
集
か
ら
講
師
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
基
本
的
に
は
売
り
上
げ
管
理
な
ど
の
幅

広
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。
正
社
員
一
名

体
制
の
な
か
で
、
複
雑
な
人
間
関
係
へ
の
対

応
や
教
育
と
経
営
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
職

場
に
耐
え
う
る
人
材
を
ど
の
よ
う
に
採
用
・

育
成
し
、
ど
う
い
っ
た
処
遇
・
労
務
管
理
を

行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。同
社
の
植
村
友
一
・

人
事
部
長
を
訪
ね
、
同
社
の
人
事
諸
制
度
や

運
用
実
態
、
教
室
長
を
取
り
巻
く
労
働
環
境

な
ど
を
取
材
し
た
。

直
営
＆
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
教
室
を 

全
国
展
開

　

二
〇
一
三
年
八
月
現
在
、
明
光
義
塾
は
全

国
に
約
二
一
〇
〇
教
室
を
数
え
る
。
こ
の
う

ち
、
直
営
の
教
室
が
約
二
〇
〇
教
室
、
そ
の

ほ
か
の
九
割
強
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
教
室
と

な
る
。
教
室
は
通
常
、
教
室
長
一
人
と
ア
ル

バ
イ
ト
講
師
二
〇
～
三
〇
人
で
運
営
し
て
お

り
、
一
部
の
直
営
教
室
に
新
入
社
員
な
ど
が

副
教
室
長
と
し
て
配
属
さ
れ
て
い
る
。

　
「
教
室
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
が
主
体
だ
が
、

教
育
分
野
は
ラ
ボ
で
商
品
開
発
が
で
き
る
わ

け
で
な
い
の
で
、
直
営
教
室
に
て
新
商
品
や

新
し
い
教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
試
行
し
て
、
講
師

ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の
リ

ア
ル
な
反
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
の
検
証
を
経
て
、
順
次
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
教
室
に
全
国
展
開
し
て
い
く
方
式

を
採
っ
て
い
る
」

　

直
営
教
室
は
現
在
、
北
海
道
、
仙
台
、
松

本
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
大
都
市
圏
の

各
エ
リ
ア
に
複
数
展
開
し
て
、
検
証
機
能
を

兼
ね
て
い
る
。
今
後
も
直
営
教
室
は
概
ね
現

状
維
持
し
た
う
え
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
教

室
を
増
や
し
て
い
く
方
針
だ
。

ま
ず
は
教
室
長
と
し
て
明
光
義
塾
に
配
属

　

同
社
の
正
社
員
は
現
在
、約
四
五
〇
人（
単

体
）。
う
ち
、
直
営
教
室
の
教
室
長
（
お
よ

び
副
教
室
長
）
が
約
二
五
〇
人
。
そ
れ
に
後

述
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
五
人
が
教

室
運
営
業
務
に
直
接
携
わ
る
。
そ
の
ほ
か
の

正
社
員
は
、
総
務
・
人
事
な
ど
の
管
理
系
や

教
務
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
研
修
な
ど
を
担

当
す
る
本
部
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
送
迎
＆
学

習
付
き
学
童
保
育
「
明
光
キ
ッ
ズ
」、
高
学

力
層
向
け
個
別
指
導
塾
、
ア
ー
ト
教
育
、
サ

ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
新
た
に
進
出
す
る
教

育
事
業
領
域
の
業
務
に
就
い
て
い
る
。

　

同
社
に
入
社
し
た
社
員
は
、「
現
場
で
あ
る

『
教
室
』
に
教
育
の
基
本
と
な
る
す
べ
て
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
」
と
の
考
え
か
ら
、新
卒
・

中
途
問
わ
ず
全
員
が
副
教
室
長
と
し
て
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
（
新
卒
は
半
年
～
一
年
、

中
途
は
三
カ
月
）
を
経
て
、
ま
ず
は
教
室
長

と
し
て
各
地
に
配
属
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
三
、
四
年
経
つ
と
エ
リ
ア
内
の

複
数
の
教
室
長
を
ま
と
め
る
「
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
」
を
担
当
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

明光義塾の正社員教室長１名体制による運営
――教育サービス業界の特性を踏まえた人事労務管理―

「株式会社明光ネットワークジャパン」概要
2013 年２月 28 日現在

本　社：東京都新宿区西新宿
設　立：1984年（昭和59年）9月
資本金：9億7,251万円
社員数：491人（連結）
事業内容：個別指導塾「明光義塾」の直営及びフランチャイズ展
開、明光サッカースクール事業（プロコーチが指導するサッカース
クール）、早稲田アカデミー個別進学館事業（高学力層向け個別指導
塾）、明光キッズ事業（長時間預かり型学習塾（学童保育））、未来キ
ッズクラブ事業（アート教育のアブラカドゥードルと英語教室の明
光アルク英語スタジオ）、韓国人生徒向け個別指導塾（MEIKO PLUS 
ACADEMY）、医系大受験専門予備校（連結子会社 東京医進学院）、
模試及び教材販売、学内予備校運営（連結子会社 ユーデック）
教室数：2,097教室

賃金・人事処遇制度と運用実態をめぐる新たな潮流＜第１回＞

明光ネットワークジャパン

明光義塾の授業風景（明光ネットワークジャパン提供）
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
身
に
つ
け
た
五
年
目
あ

た
り
か
ら
は
、「
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と

し
て
、
一
〇
教
室
ほ
ど
あ
る
エ
リ
ア
の
教
室

長
た
ち
の
指
導
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
か
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
教
室
を
総
合
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
も
し
く
は
本
部
の

サ
ポ
ー
ト
部
門
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
道

を
選
択
す
る
。
そ
の
後
、「
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
」
や
「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
を
五
年

～
一
〇
年
ほ
ど
経
験
す
る
と
、
さ
ら
に
広
範

囲
の
直
営
事
業
業
務
を
担
う
直
営
事
業
部
長

や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
統

括
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
や
「
Ｆ

Ｃ
事
業
部
長
」、
サ
ポ
ー
ト
部
門
の
課
長
・

部
長
職
な
ど
に
昇
格
す
る
道
が
開
か
れ
て
い

る
。

職
責
に
応
じ
て
一
～
六
等
級
に
分
類

　

同
社
の
人
事
処
遇
制
度
は
、
職
責
で
一
～

六
等
級
に
分
け
て
い
る
。
一
～
三
等
級
は
一

般
社
員
（
教
室
長
お
よ
び
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

な
ど
）、
四
等
級
は
監
督
（
係
長
相
当
職
）、

五
等
級
が
課
長
職
（
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
含
む
）、
六
等
級
は
部
長
職
（
事
業
部

長
を
含
む
）
に
な
る
。
実
際
に
は
、
エ
リ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
、

担
当
す
る
教
室
数
や
エ
リ
ア
範
囲
な
ど
役
割

責
任
が
拡
大
し
て
い
く
の
で
、
四
等
級
と
五

等
級
に
ま
た
が
る
。
一
般
的
な
昇
進
モ
デ
ル

は
、
一
等
級
の
教
室
長
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

大
体
五
～
七
年
で
三
等
級
ま
で
上
が
る
。
そ

こ
か
ら
四
等
級
に
昇
格
す
る
際
に
は
昇
給
幅

を
少
し
大
き
く
設
定
。
そ
の
後
、
五
等
級
、

六
等
級
時
に
上
が
る
時
も
同
様
に
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
中
途
採
用
者
の
入
社
時
の
格
付

け
も
、
最
初
は
新
卒
社
員
と
同
様
、
一
等
級

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
た
だ
し
、
昇
格
ス
ピ

ー
ド
は
早
め
に
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

い
る
。

賃
金
制
度
は
年
収
管
理
方
式
を
採
用

　

賃
金
制
度
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
年
収
管
理

方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
社
員
の
等
級
に
沿

っ
た
年
収
総
額
の
約
四
分
の
三
を
一
二
で
割

っ
た
額
が
月
例
賃
金
と
な
り
、
残
り
の
約
四

分
の
一
を
二
で
割
っ
た
額
が
夏
冬
の
賞
与
と

な
る
。

　

毎
年
の
昇
給
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度

を
導
入
す
る
際
、
月
例
賃
金
の
賃
上
げ
ベ
ー

ス
を
経
常
利
益
と
当
時
の
世
間
相
場
を
勘
案

し
た
う
え
で
設
定
し
た
。
そ
の
後
、
前
年
の

ベ
ー
ス
を
基
準
に
、
同
業
他
社
の
動
向
や
物

価
な
ど
毎
年
の
世
の
中
の
傾
向
を
鑑
み
て
微

修
正
す
る
考
え
方
で
ベ
ー
ス
を
定
め
て
き
て

い
る
。

業
績
と
行
動
で
評
価

　

目
安
と
な
る
会
社
業
績
に
応
じ
た
賃
上
げ

率
（
原
資
）
が
決
ま
っ
た
ら
、
評
価
に
応
じ

た
昇
給
額
を
決
め
て
配
分
す
る
。
評
価
制
度

は
業
績
評
価
と
行
動
評
価
の
二
つ
で
構
成
。

前
者
は
文
字
通
り
、
業
務
上
の
数
字
（
あ
る

い
は
定
量
業
績
）
が
評
価
さ
れ
る
も
の
で
、

後
者
は
各
人
の
行
動
面
を
み
る
。
年
二
回
の

賞
与
に
つ
い
て
は
、
業
績
部
分
の
評
価
を
一

〇
〇
％
反
映
さ
せ
、
年
一
回
の
昇
給
・
昇
格

に
関
し
て
は
、
業
績
部
分
を
七
五
％
に
圧
縮

し
、
行
動
面
で
の
評
価
を
残
り
二
五
％
分
に

加
え
て
決
め
て
い
る
。

　
「
会
社
業
績
に
照
ら
し
て
大
元
に
な
る
賃

上
げ
率
を
決
め
た
ら
、
平
均
と
な
る
評
価
の

昇
給
額
を
Ｘ
円
と
定
め
る
。
そ
れ
か
ら
、『
Ａ

さ
ん
は
平
均
評
価
よ
り
上
だ
か
ら
』
あ
る
い

は
『
Ｂ
さ
ん
は
平
均
評
価
以
下
だ
か
ら
』
と

い
う
よ
う
に
昇
給
額
を
決
め
て
い
く
。
最
低

評
価
の
場
合
は
、
昇
給
な
し
の
場
合
も
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
絶
対
評
価
の
考
え
方
を
採
っ

て
い
る
の
で
、
み
ん
な
の
業
績
達
成
が
目
標

を
上
回
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
人
件
費
が
計

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
下
回
れ
ば
予
定

し
た
原
資
以
内
で
済
む
こ
と
に
な
る
」

　

教
室
長
を
例
に
と
る
と
、
一
次
評
価
は
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
二
次
評
価
は
事
業
部

長
が
行
う
。
業
績
評
価
は
、
単
に
入
塾
し
た

生
徒
数
だ
け
で
は
な
く
、
売
り
上
げ
と
か
利

益
、
授
業
以
外
の
テ
ス
ト
等
の
販
売
額
な
ど

も
す
べ
て
合
計
し
て
点
数
化
し
た
う
え
で
、

そ
こ
か
ら
数
字
に
は
表
れ
な
い
「
前
年
に
比

し
て
伸
び
が
著
し
い
」
と
か
「
確
か
に
生
徒

数
な
ど
高
水
準
だ
け
れ
ど
前
年
よ
り
業
務
の

品
質
が
落
ち
て
い
る
」
な
ど
の
過
去
か
ら
の

動
向
も
加
味
す
る
。
他
方
、
行

動
評
価
は
生
徒
や
講
師
、
保
護

者
へ
の
対
応
力
や
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
沿
っ
た
計
画
的
な
運
営

の
実
施
、
問
題
が
起
き
た
際
の

検
証
や
リ
ス
ク
回
避
の
後
工
程

な
ど
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
る
。
数
字
に
表
れ
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
経
験
上
、
数
字
の
達

成
具
合
を
み
れ
ば
「
こ
れ
は
必

ず
し
も
計
画
的
に
出
た
業
績
以

外
の
原
因
が
あ
り
そ
う
だ
」
と

か
「
日
頃
の
取
り
組
み
が
実
を

結
ん
で
い
る
」
な
ど
の
勤
務
状

況
が
お
お
よ
そ
判
断
で
き
る
と

い
う
。

　
「
た
と
え
ば
、
各
教
室
に
は

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
生
徒

が
入
会
し
て
い
る
が
、
学
年
が

上
が
る
ほ
ど
授
業
料
は
上
が
っ

て
く
る
。
単
に
業
績
だ
け
を
求

め
て
、
営
業
面
だ
け
に
着
目
す

る
こ
と
は
生
徒
に
と
っ
て
も
教
室
に
と
っ
て

も
よ
ろ
し
く
な
い
。
評
価
は
数
字
だ
け
を
考

慮
し
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
額
面
通
り
に
は

付
け
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
『
業
績
七
五

％
：
行
動
二
五
％
』
だ
が
、
実
質
、
業
績
と

行
動
は
半
々
と
も
い
え
る
」

教
室
長
の
三
つ
の
役
割

　

明
光
義
塾
で
は
、
教
室
で
の
管
理
業
務
と

授
業
を
受
け
持
つ
講
師
職
を
完
全
に
切
り
分

け
て
い
る
。
教
室
長
が
授
業
を
行
う
こ
と
は

基
本
的
に
は
な
く
、
①
教
育
②
営
業
③
経
営

―
―
が
任
務
に
な
る
（
図
１
）。
具
体
的
に

み
て
い
く
と
、
①
の
教
室
環
境
の
整
備
（
教

育
）
は
、
学
校
の
担
任
教
師
が
日
常
行
う
よ

①教室長の業務内容（役割）

①店舗(教室)環境の整備
・学校、受験情報収集
・生徒情報の管理
・授業品質(自立学習)の定着
・生徒別学習計画作成
・売上管理、帳票処理

②顧客及びスタッフの
マネジメント

・新規入会生獲得
・紹介促進
・保護者、生徒カウンセリング
・進路相談、未来教育
・ 講師採用、育成、評価

・競合他社の分析
・通塾回数増加提案
・テスト対策授業
・期別(夏期、冬期、春期)講習
・通塾継続率向上
③戦略的な店舗(教室)づくり

・通塾エリアマーケティング

・教室美化、接客サービス

図１　教室長の業務内容（役割）
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う
な
学
級
経
営
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り

や
す
い
。
明
光
義
塾
の
生
徒
は
必
ず
し
も
高

学
力
の
生
徒
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
自
ら

進
ん
で
勉
強
す
る
習
慣
が
ま
だ
充
分
に
備
わ

っ
て
い
な
い
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
た

め
、
生
徒
が
楽
し
く
通
え
る
場
所
に
す
る
こ

と
が
業
務
の
重
要
な
部
分
に
な
る
。

　

塾
は
生
徒
が
入
会
・
退
会
し
て
い
く
な
か

で
、
一
年
間
で
何
人
の
生
徒
に
通
っ
て
も
ら

え
る
か
が
大
事
な
指
標
と
な
る
。
②
の
顧
客

お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
営
業
）

と
は
、
そ
う
し
た
指
標
を
め
ざ
し
て
入
会
営

業
を
行
う
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
ア
ル
バ
イ

ト
講
師
の
採
用
・
育
成
・
評
価
に
関
し
て
も
、

基
本
的
に
教
室
長
の
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
講
師
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
決

め
た
ル
ー
ル
は
あ
る
が
、
教
室
運
営
の
な
か

で
、
ど
う
い
っ
た
講
師
に
来
て
欲
し
い
か
は

教
室
長
の
判
断
が
重
要
視
さ
れ
る
。
育
成
も
、

全
社
的
な
講
師
向
け
の
集
合
研
修
な
ど
は
あ

る
が
、
生
徒
へ
の
対
応
や
指
導
な
ど
に
つ
い

て
は
各
教
室
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
対

処
す
る
。
評
価
は

い
か
に
教
室
に

来
て
貢
献
し
て

く
れ
て
い
る
か

と
い
う
意
味
で
、

授
業
担
当
数
を

は
じ
め
、
商
品
の

販
売
促
進
の
チ

ラ
シ
配
布
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
講
師
同

士
の
勉
強
会
の

出
席
な
ど
も
指

標
化
さ
れ
て
い

る
」

　

③
の
戦
略
的

な
教
室
づ
く
り

（
経
営
）
は
、
エ

リ
ア
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
、
定
期

テ
ス
ト
時
の
対

策
授
業
と
か
夏

期
講
習
・
冬
期
講

習
・
春
期
講
習
な

ど
の
期
別
講
習

に
よ
る
付
加
価

値
の
向
上
が
中

心
に
な
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
塾
に
来

て
い
る
保
護
者
や
講
師
か
ら
他
塾
の
情
報
を

聞
い
た
り
、
近
隣
に
あ
る
塾
の
情
報
を
基
に

教
室
運
営
の
改
善
の
糸
口
を
探
す
こ
と
な
ど

が
該
当
す
る
。

教
室
長
を
取
り
巻
く
人
間
関
係

　

教
育
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス

業
と
異
な
る
側
面
を
多
く
持
つ
。
さ
ら
に
、

個
別
指
導
の
明
光
義
塾
の
教
室
長
業
務
は
教

育
サ
ー
ビ
ス
業
界
で
は
特
別
な
も
の
で
、
集

団
指
導
の
他
塾
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
業

の
個
別
指
導
の
教
室
長
と
も
異
な
る
部
分
が

少
な
く
な
い
。
明
光
義
塾
の
教
室
業
務
の
特

徴
に
つ
い
て
は
、
図
２
の
特
性
要
因
図
が
わ

か
り
や
す
い
。
目
立
つ
項
目
を
み
て
い
く
と
、

ま
ず
上
段
右
側
の
「
人
間
関
係
」
は
、
ど
の

業
界
・
企
業
に
も
あ
る
こ
と
だ
が
、
教
育
サ

ー
ビ
ス
業
は
顧
客
が
小
・
中
・
高
校
の
生
徒

で
、
と
く
に
一
〇
代
前
半
か
ら
半
ば
く
ら
い

の
多
感
な
子
ど
も
が
過
半
数
を
占
め
る
こ
と

で
他
の
業
界
と
異
な
る
。

　
「
基
本
的
に
塾
に
通
う
こ
と
を
含
め
て
、

自
ら
勉
学
に
励
む
の
が
ま
だ
苦
手
な
生
徒
が

少
な
く
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
中
学
一
年
生

で
も
、
持
ち
物
を
含
め
て
授
業
の
準
備
が
ち

ゃ
ん
と
で
き
て
い
な
い
生
徒
も
い
る
。
学
校

に
は
元
気
に
行
け
な
い
が
明
光
義
塾
に
は
自

分
か
ら
好
ん
で
通
う
、と
い
う
生
徒
も
い
る
」

　

一
方
、
社
内
の
人
間
関
係
が
複
雑
な
の
も

特
徴
だ
。
直
営
の
教
室
長
に
は
中
途
採
用
者

も
多
く
、
職
歴
や
年
齢
が
さ
ま
ざ
ま
な
教
室

長
が
同
じ
エ
リ
ア
に
い
る
こ
と
は
当
た
り
前

で
、
新
卒
・
中
途
の
別
な
く
同
様
に
教
室
長

を
任
さ
れ
る
。
社
歴
と
し
て
は
先
輩
の
二
〇

代
の
女
性
教
室
長
に
、
中
途
採
用
で
入
っ
た

ば
か
り
の
三
〇
代
の
男
性
教
室
長
が
悩
み
を

相
談
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
仕

事
の
キ
ャ
リ
ア
は
変
わ
ら
な
く
て
も
人
生
の

キ
ャ
リ
ア
が
違
う
な
か
で
、
互
い
に
相
談
す

る
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
構
築
す
る
に
は
努
力

が
要
る
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
講
師
の
存
在
も
大
き
い
。
教

育
業
界
に
は
一
〇
年
、
二
〇
年
の
長
期
に
わ

た
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
講
師
を
し
て
い
る
ベ
テ

ラ
ン
講
師
が
い
て
、
明
光
義
塾
で
も
多
く
は

大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
が
、
約
二
割
は
社

会
人
講
師
が
働
い
て
い
る
。
教
室
運
営
上
、

ベ
テ
ラ
ン
講
師
に
頼
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
、

実
際
に
彼
ら
が
フ
ォ
ー
マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
と
も
に
講
師
間
の
ま
と
め
役
に
な
っ
て

く
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
大

体
一
つ
の
教
室
に
長
く
働
い
て
い
る
た
め
、

新
人
教
室
長
へ
の
厳
し
い
教
育
係
に
な
る
こ

と
が
多
い
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
講
師
が
厳
し
い

わ
け
で
は
な
い
し
、
労
っ
て
く
れ
る
こ
と
も

多
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
新
卒
の
教
室
長
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
、
勉
強
さ
せ
て
も

ら
え
る
の
は
社
会
人
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
テ

ラ
ン
講
師
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。
新
し
く
配
属

さ
れ
る
と
、
教
室
長
本
人
の
努
力
な
し
に
自

然
に
は
受
け
容
れ
て
も
ら
え
ず
、
悩
み
こ
ん

で
し
ま
う
女
性
教
室
長
も
な
か
に
は
い
る
」

今
ま
で
の
自
分
を
リ
セ
ッ
ト
し
て 

臨
む
こ
と
も

　

左
上
の
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
」
で
は
、
ま

ず
「
金
銭
的
悩
み
」
が
特
徴
的
だ
。
教
室
経

営
の
人
材
を
募
集
す
る
と
、
中
途
採
用
の
な

か
に
起
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
求
め
て
苦
労

し
た
経
験
者
が
入
っ
て
く
る
。
金
銭
的
な
悩

み
な
ど
の
事
情
が
そ
の
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
と
関
係
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

過
去
の
自
分
の
行
動
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

悩
む
人
も
い
る
。
普
通
の
仕
事
で
は
な
い
聖

受験

処遇・労働条件

時
間

深夜勤務休日

評
価

業績

昇進昇格

１
名

　
体
制

マネジャー巡回

お
金

借金

介護

過
去

自分の行為

家
族

親

　　病気

引継ぎ

プライベート面

配偶者
子供

自己犠牲

配
属
・

　
異
動

異動
 転居

組織適応
配属

ＯＪＴ

業
務
内
容

マネジメント

育成

　　ＰＣ

人間関係

業務・職場

社
内

上司

同僚

アルバイト

社会人

事務

特
性

な
ぜ
�
教
室
長
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
陥
る
の
か

顧
客

　　　使命感

　　　　残業（長時間）

　　　障がい

　　　気質

体
調

　ショック
保護者

生徒

図２　特性要因図
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職
と
も
い
え
る
教
育
業
界
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
過
去
の
経
験
や
行
動
を
振
り
返
っ
て
、

自
分
を
正
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
リ

セ
ッ
ト
す
る
人
も
い
る
。

　

勤
務
の
あ
る
日
は
、
家
族
と
生
活
リ
ズ
ム

が
合
い
に
く
い
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。
明

光
義
塾
の
就
業
時
間
は
一
三
時
～
二
二
時
。

基
本
的
に
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
徹
底
す

る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

帰
宅
時
間
は
や
は
り
二
三
時
近
く
な
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
や
配
偶
者
と
ゆ
っ
く
り
話
す

こ
と
が
難
し
い
状
況
を
経
験
し
て
い
る
。

生
徒
と
保
護
者
双
方
の
気
持
ち
を
考
え
て

　

右
下
の
「
業
務
・
職
場
」
に
も
教
育
業
界

特
有
の
事
情
が
あ
る
。
業
務
内
容
は
、
教
育

で
あ
り
な
が
ら
営
業
色
が
強
い
仕
事
の
な
か

で
、
顧
客
と
の
関
係
の
複
雑
さ
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
入
会
を
考
え
て
も
い
な
い

の
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受
付
の
門
を
叩
く

人
は
あ
ま
り
い
な
い
。
で
も
学
習
塾
は
、
は

じ
め
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ま
だ
受
け
よ
う
か

ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
生
徒
が
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
保
護
者

と
一
緒
に
塾
を
訪
ね
て
来
る
。
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
生
徒
で
あ
る
当
人
自
体
は
『
本
当
に

通
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
あ
』
と
考
え

て
い
る
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
学
習
塾

を
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
保
護
者
と
、
ま
だ

通
う
こ
と
が
動
機
付
け
ら
れ
て
い
な
い
生
徒

の
間
で
悩
む
こ
と
に
な
る
」

　
「
自
己
犠
牲
」
と
「
使
命
感
」
も
塾
な
ら
で

は
の
悩
み
。
気
が
つ
く
と
子
ど
も
の
こ
と
を

一
心
に
考
え
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
分
の
子
が
悩
ん
で
い
た
り
学
校
で
苦

し
ん
で
い
た
ら
、
仕
事
が
手
に
付
か
な
く
な

っ
た
り
す
る
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
教
室
長
の

場
合
、
教
室
に
通
う
六
〇
～
八
〇
人
く
ら
い

の
生
徒
全
員
に
同
様
の
思
い
を
抱
い
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
自
分
の
こ
と
よ
り
も
生
徒
の

こ
と
を
考
え
る
時
間
が
長
く
な
る
」。
原
則
、

正
社
員
は
教
室
長
一
人
し
か
い
な
い
の
で
、

責
任
の
重
圧
感
も
強
く
な
っ
て
し
ま
う
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
登
用
だ
け
が 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
は
な
い
こ
と
も

　

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
道
を
開
い
て
も
、
教
室
長
の
納
得
を
得
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
よ

り
上
が
る
と
現
場
で
の
生
徒
対
応
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　
「
教
室
長
の
な
か
に
は
『
生
涯
現
役
で
』

と
い
う
考
え
方
の
人
が
多
く
、
過
半
数
を
占

め
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
人
た
ち
に
『
教

室
長
の
経
験
を
活
か
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

職
や
本
部
職
へ
の
異
動
は
ど
う
で
し
ょ
う
』

と
い
っ
て
も
納
得
し
に
く
い
。
と
は
い
え
、

会
社
と
し
て
は
教
室
の
業
績
や
生
徒
の
成
績

が
停
滞
し
て
い
る
の
は
放
っ
て
お
け
な
い
し
、

か
と
い
っ
て
新
し
い
生
徒
も
講
師
も
や
っ
て

く
る
と
い
う
内
部
環
境
の
継
続
的
な
変
化
や
、

競
合
他
塾
も
攻
勢
を
か
け
て
く
る
と
い
う
外

部
環
境
の
変
化
の
な
か
で
業
績
を
上
げ
続
け

る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
実
際
、
長

期
間
教
室
長
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
し
、
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
た
ら

蓄
積
し
た
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
体
に
換

言
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い
て
欲
し
い
と
感

じ
る
。
そ
の
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、『
教
室
長

を
辞
め
る
＝
現
役
で
な
く
な
る
』
と
い
っ
た

感
覚
で
、
現
場
に
い
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
追

求
す
る
道
を
強
く
求
め
て
い
る
に
違
い
な
い

と
思
う
」

営
業
視
点
と
教
育
者
視
点
を 

併
せ
持
つ
感
覚

　
「
処
遇
・
労
働
条
件
」
に
目
を
移
す
と
、

就
業
時
間
が
特
殊
な
こ
と
か
ら
、
情
報
の
閉

塞
感
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
教
室
長
は
直

行
直
帰
で
家
と
教
室
を
往
復
し
て
い
る
た
め
、

気
分
転
換
な
ど
が
う
ま
く
で
き
な
い
人
に
と

っ
て
は
か
な
り
辛
い
。
実
際
、
気
分
転
換
と

い
っ
て
も
難
し
く
、
二
二
時
過
ぎ
か
ら
友
人

な
ど
と
飲
み
に
行
こ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の

時
間
で
は
も
う
二
次
会
な
の
で
参
加
し
に
く

い
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
以
前
に
、

自
分
の
日
常
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
ス
ト
レ
ス
要
因

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
己
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
評
価
を
追
求
す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
評
価
内
容
は

先
述
し
た
通
り
だ
が
、
生
徒
の
成
績
ア
ッ
プ

や
受
験
合
格
率
だ
け
を
直
接
的
に
評
価
す
る

も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
、
顧
客
満
足

の
結
果
と
し
て
達
成
さ
れ
る
生
徒
数
と
売
上

げ
・
利
益
が
指
標
と
な
る
。
結
果
、「
経
済
的
・

営
業
的
数
値
を
追
求
す
る
自
分
と
、教
育
的
・

情
熱
的
に
責
任
を
果
た
す
自
分
が
混
在
す
る

こ
と
に
な
る
」。

新
卒
は
女
性
、
中
途
は
男
性
が 

大
半
を
占
め
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
職
務
を
担
う
教
室
長
の
平
均

年
齢
は
約
三
〇
歳
と
若
い
。
こ
こ
六
、
七
年
、

新
卒
・
中
途
と
も
に
年
間
二
〇
～
三
〇
人
を

採
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。

　

新
卒
は
約
八
割
を
女
性
が
占
め
る
。「
仕

事
は
教
室
の
経
営
と
営
業
に
力
点
が
置
か
れ

る
と
説
明
し
て
も
、
自
分
な
り
の
教
育
観
を

実
現
し
た
い
一
心
で
応
募
し
て
く
る
人
が
多

い
」。
他
方
、
中
途
社
員
は
、「『
母
親
』
と
い

う
消
費
者
と
し
て
の
目
線
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
顧
客
に
、
カ
タ
チ
の
な
い
商
品
を
販
売

し
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
変
さ
を
理
解
し
た

う
え
で
応
募
し
て
く
る
」
結
果
と
し
て
、
教

室
長
の
労
務
構
成
は
、
二
〇
代
は
女
性
中
心
、

三
〇
代
は
男
性
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
一
〇
月
二
九
日
、
平
成
二

二
（
二
〇
一
〇
）
年
三
月
に
卒
業
し
た
高
校

生
、
大
学
生
な
ど
新
規
学
卒
者
の
三
年
以
内

の
離
職
率
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
若
者
の
う
ち
、

三
人
に
一
人
が
三
年
以
内
に
勤
め
先
を
辞
め

て
お
り
、
業
種
別
で
は
「
宿
泊
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
」
に
次
い
で
「
教
育
・
学
習
支
援
業
」

の
離
職
率
が
高
く
、
五
〇
％
近
く
に
達
し
て

い
た
。
そ
の
な
か
で
同
社
の
新
卒
入
社
三
年

を
経
て
の
退
職
率
は
約
四
〇
％
で
あ
り
、
決

し
て
低
い
も
の
で
は
な
い
が
業
界
で
は
優
れ

て
い
る
。
仮
に
三
〇
人
採
用
す
る
と
三
年
後

に
は
二
〇
人
程
度
に
な
る
。
中
途
採
用
者
の

三
年
後
の
退
職
率
は
や
や
低
く
一
〇
～
二
〇

％
程
。
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
業
界
特
性
が
あ
る

な
か
で
、
必
ず
し
も
離
職
が
な
く
な
ら
な
い

の
が
現
状
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
同
社
は
長
時
間
労
働
対
策
や

後
述
す
る
メ
ン
タ
ル
対
応
な
ど
の
地
道
な
取

り
組
み
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
か
な

り
現
れ
て
き
て
い
る
。

　
「
教
育
サ
ー
ビ
ス
業
界
は
勤
務
時
間
の
関

係
か
ら
も
、
深
夜
残
業
を
含
め
恒
常
的
に
労

働
集
約
的
な
業
界
で
あ
り
、
当
社
も
過
去
に

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
指
導
を
受
け
て
不
払

い
賃
金
を
遡
及
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

後
は
長
時
間
労
働
の
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
撲
滅
に
取
り
組
み
、
教
室
長
の
残
業
時
間

は
、
月
平
均
で
二
五
～
三
〇
時
間
ぐ
ら
い
と

他
の
業
種
レ
ベ
ル
に
落
ち
着
い
て
き
た
。
休

日
も
出
勤
し
た
場
合
は
で
き
る
限
り
、
振
替
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休
日
を
取
得
し
て
も
ら
う
よ
う
な
労
務
管
理

に
努
め
て
い
る
」

　

植
村
部
長
が
同
社
に
入
社
し
た
九
年
前
に

は
年
間
の
退
職
者
が
現
在
の
倍
近
く
い
て
離

職
率
も
二
割
近
か
っ
た
。
今
は
社
員
数
が
増

え
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
退
職
者
は
半
減

し
、
離
職
率
も
一
桁
台
に
ま
で
下
が
っ
た
。

過
去
に
多
か
っ
た
休
日
と
か
労
働
時
間
な
ど

の
労
務
関
係
を
主
な
理
由
と
す
る
退
職
も
極

め
て
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　
「
い
ま
離
職
理
由
で
多
い
の
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
細
か
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
教

育
的
な
思
い
と
月
単
位
、
年
単
位
で
目
標
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
営
業
の
視
点
の
狭

間
に
悩
む
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
に
深
掘
り
し

て
い
く
意
識
と
、
教
室
と
し
て
ま
と
め
て
利

益
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
微
妙
に
影

響
し
て
教
育
と
営
業
の
因
果
関
係
が
つ
き
に

く
い
。
男
性
は
中
途
採
用
者
が
多
く
、
比
較

的
営
業
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

個
々
の
生
徒
の
こ
と
を
も
っ
と
深
掘
り
し
て

考
え
て
欲
し
い
と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
女
性

は
新
卒
採
用
が
多
く
、
個
々
の
生
徒
に
関
心

が
偏
っ
て
し
ま
い
、
経
営
的
な
取
り
組
み
が

う
ま
く
行
か
な
い
。
こ
の
両
立
が
求
め
ら
れ

る
の
は
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
業
界
の
宿
命
だ
が
、

本
当
に
難
し
い
」

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
よ
っ
て 

ス
ム
ー
ズ
な
転
進
へ

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
悩
む
社
員
も
少
な

く
な
い
。
昨
年
ま
で
の
直
近
四
年
間
で
、
何

ら
か
の
悩
み
を
抱
え
て
産
業
医
面
談
を
受
け

た
の
は
社
員
の
一
割
に
近
い
。
面
談
を
受
け

た
人
の
な
か
で
休
職
し
た
人
は
三
割
強
。
こ

の
う
ち
復
職
し
て
い
る
の
は
一
部
の
社
員
で
、

大
多
数
は
退
職
に
至
っ
た
。
他
方
、
産
業
医

面
談
者
の
残
り
の
三
分
の
二
は
休
職
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、「
そ
の
な
か
の
三
分
の

一
の
人
が
残
念
な
が
ら
退
職
し
て
い
る
」。

　

同
社
が
制
度
上
、
認
め
て
い
る
休
職
期
間

は
一
年
半
。
加
え
て
、
メ
ン
タ
ル
系
の
疾
患

で
も
病
名
が
変
わ
れ
ば
休
職
期
間
は
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
る
。「
病
気
が
異
な
れ
ば
傷
病
の
症

状
も
変
わ
る
し
、
何
と
か
戻
っ
て
き
て
欲
し

い
」
か
ら
だ
。
復
職
時
は
原
職
復
帰
が
原
則

だ
が
、
教
室
長
の
職
務
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
中
心
で
人
間
関
係
も
複
雑
な
た
め
、
異

な
る
教
室
や
本
部
の
サ
ポ
ー
ト
部
門
へ
の
異

動
も
検
討
す
る
な
ど
、
休
職
者
本
人
に
と
っ

て
は
比
較
的
復
職
し
や
す
い
制
度
が
整
え
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
、
現
状
、

職
場
復
帰
で
き
る
人
は
多
く
は
な
い
。

　
「
元
気
な
生
徒
が
相
手
な
の
で
、
教
室
長

も
元
気
そ
う
に
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部

分
が
あ
り
、
か
な
り
回
復
し
て
い
て
も
負
担

に
な
っ
て
し
ま
う
。
実
際
、
辞
め
て
い
っ
た

人
の
ほ
と
ん
ど
は
か
な
り
回
復
し
て
い
て
、

自
分
の
将
来
も
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
る
状
態

に
な
っ
て
い
た
。
正
直
、
教
育
業
界
だ
か
ら

こ
そ
、
復
職
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
の
か
も

し
れ
な
い
と
悔
し
く
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
実
際
に
教
室
業
務
を
離

れ
て
異
動
し
た
人
も
い
る
。
た
だ
そ
れ
も
、

自
分
だ
け
が
異
動
し
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
後

ろ
め
た
さ
を
持
つ
人
が
多
く
、『
教
室
長
で
な

く
な
る
よ
う
な
ら
辞
め
ま
す
』
と
い
わ
れ
て

し
ま
う
。
こ
ち
ら
と
し
て
は
、『
会
社
の
な
か

に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
の
で
す
か

ら
』
と
諭
し
て
も
、『
み
ん
な
教
室
長
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
自
分
は
休
ん
で
し
ま

っ
て
、
そ
れ
を
続
け
ら
れ
な
い
状
態
で
異
動

と
言
わ
れ
て
も
・
・
・
』
と
考
え
る
。
た
だ
、

最
近
の
新
卒
者
は
切
り
換
え
が
早
い
の
で
、

今
後
は
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
の
ス
ト
レ
ス
や 

潜
在
的
不
調
者
も
み
て
い
く

　

一
方
、
残
業
時
間
の
顕
在
化
な
ど
の
労
務

管
理
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
労
働
環
境
に
起

因
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
は
か
な
り

減
少
傾
向
に
あ
る
。
半
面
、
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
や
働
き
甲
斐
な
ど
に
悩
む
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
者
が
出
て
き
て
、
よ
り
複
雑
に
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
会
社
か
ら
は
み
え
な
い

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
事
情
に
起
因
す
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

　
「
先
に
産
業
医
面
談
を
受
け
た
な
か
に
も

い
た
が
、
何
ら
か
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ス
ト

レ
ス
を
持
っ
て
い
る
人
は
や
は
り
多
い
。
長

時
間
労
働
と
か
上
長
と
の
折
り
合
い
が
悪
い

な
ど
の
会
社
の
理
由
で
体
調
を
崩
す
場
合
で

も
、
休
職
が
長
引
い
た
り
好
不
調
を
繰
り
返

す
場
合
な
ど
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
悩
み
も
気

に
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
採
用
時
の

個
々
人
に
対
す
る
長
時
間
面
談
（
詳
細
は
後

述
）
の
経
験
か
ら
、
比
較
的
相
談
が
受
け
や

す
い
関
係
を
作
っ
て
い
る
。
何
で
悩
み
そ
う

か
の
見
当
も
つ
き
や
す
い
の
で
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
活
用
し
て
状
況
把
握
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
過
去
に
産
業
医
面
談
の
み
で
退
職
し

た
人
の
な
か
に
は
、
う
ま
く
休
職
な
ど
の
対

応
を
取
れ
ば
離
職
し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
面
談
に
も
至
っ

て
い
な
い
潜
在
的
な
不
調
者
を
追
い
か
け
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
」

時
間
を
か
け
て
採
用
面
談
を
実
施

　

新
卒
採
用
に
つ
い
て
は
、
面
接
に
手
間
と

時
間
を
か
け
る
。
説
明
会
参
加
者
を
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
し
た
う
え
で
、
人
事
担
当
者
と
営

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
面
接
を
実
施
。
そ
の
後
、

人
事
部
長
と
担
当
者
が
学
生
一
人
に
対
し
一

時
間
半
～
二
時
間
程
の
時
間
を
割
い
て
生
育

歴
を
確
認
し
て
い
く
。

　
「
ゆ
っ
く
り
心
を
開
か
せ
る
よ
う
な
状
況

を
つ
く
る
な
か
で
、
小
・
中
・
高
・
大
の
学

生
時
代
を
通
し
て
の
人
間
関
係
、
そ
れ
か
ら

祖
父
母
や
両
親
、
兄
弟
姉
妹
、
友
人
、
先
生

と
い
っ
た
周
囲
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
方
を

詳
し
く
聞
い
て
い
く
」

　

植
村
部
長
は
年
間
二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
の

新
卒
者
面
談
を
行
う
が
、
そ
の
経
験
則
で
は

大
体
三
人
に
一
人
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
友

人
関
係
を
壊
し
た
経
験
を
話
す
と
い
う
。

生
育
歴
や
周
囲
の
人
間
関
係
な
ど
を

聞
き
取
る

　
「
生
育
歴
に
何
か
あ
っ
た
か
ら
不
合
格
に

す
る
と
か
、
い
じ
め
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
人

を
採
用
し
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
い

じ
め
な
ど
が
あ
っ
た
な
か
で
そ
れ
を
ど
う
克

服
し
た
の
か
、
親
や
周
囲
は
ど
う
対
応
し
た

の
か
、
そ
れ
を
ど
う
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
し
、

そ
の
後
学
校
生
活
に
活
か
し
た
か
、
活
か
さ

な
か
っ
た
か
―
―
な
ど
す
べ
て
聞
い
て
い
く
。

教
室
で
生
徒
に
対
応
す
る
時
に
は
、
そ
う
い

っ
た
弱
い
部
分
を
し
っ
か
り
自
己
認
識
し
て

心
を
開
く
こ
と
は
凄
く
大
事
な
こ
と
。
そ
こ

ま
で
ク
リ
ア
に
し
て
い
く
と
、本
人
か
ら『
自

分
が
教
育
業
界
に
入
っ
て
い
い
の
か
本
当
の

と
こ
ろ
悩
ん
で
い
る
』
と
か
『
自
分
は
い
じ

め
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

な
い
よ
う
に
教
育
業
界
に
入
り
た
い
』
な
ど

と
い
っ
た
本
当
の
志
望
動
機
が
出
て
く
る
し
、

本
人
の
志
望
の
意
志
が
確
定
し
て
く
る
こ
と

も
起
き
る
。
ま
た
、
内
定
後
に
も
幾
度
か
面

接
し
て
、
さ
ら
に
聞
い
て
い
く
ケ
ー
ス
も
あ

る
」

　

教
育
現
場
は
図
２
で
み
て
き
た
よ
う
な
特

性
要
因
が
多
く
、
職
場
に
入
っ
て
か
ら
メ
ン
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タ
ル
ヘ
ル
ス
を
崩
す
ケ
ー
ス
が
ま
っ
た
く
消

え
る
こ
と
は
な
い
。
直
近
四
年
に
産
業
医
が

面
談
し
た
社
員
は
全
体
の
数
％
だ
が
、
新
卒

の
教
室
長
に
限
る
と
、
そ
の
数
は
少
し
多
い
。

ま
た
、
中
途
採
用
の
教
室
長
は
、
早
く
数
字

を
出
し
た
い
と
の
焦
り
か
ら
長
時
間
労
働
に

な
り
、
そ
れ
を
契
機
に
面
談
す
る
ケ
ー
ス
が

全
体
の
一
割
程
み
ら
れ
る
。
職
場
環
境
の
改

善
な
ど
で
従
前
よ
り
は
か
な
り
少
な
く
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
改
善
の
余
地
は
大
き

い
。

　

自
ず
と
事
前
に
阻
害
要
因
を
確
認
し
て
お

く
必
要
性
が
高
ま
り
、
自
然
に
今
の
面
接
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
内
定
辞
退

率
や
早
期
離
職
率
が
減
少
し
て
き
て
い
る
と

い
う
。

　
「
時
間
を
か
け
れ
ば
履
歴
書
に
書
い
て
い

な
い
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
今
は
就
活
期
間
が
延
び
て
い
る

が
、
そ
の
原
因
は
本
人
の
ど
こ
か
に
あ
る
。

『
公
務
員
試
験
を
受
け
た
が
ダ
メ
だ
っ
た
か

ら
今
始
め
て
い
ま
す
』
と
か
『
六
月
ま
で
留

学
し
て
い
て
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
で
す
』
と

い
っ
た
理
由
な
ら
わ
か
り
や
す
い
が
、
そ
れ

以
外
の
人
の
場
合
に
は
複
雑
な
心
的
事
情
が

潜
ん
で
い
た
り
す
る
。
と
は
い
え
、
一
度
聞

い
た
ぐ
ら
い
で
は
出
て
こ
な
い
の
で
ヒ
ス
ト

リ
ー
を
辿
っ
て
い
く
」

　
「
今
は
全
入
時
代
で
浪
人
生
は
あ
ま
り
い

な
い
し
、
留
年
す
る
学
生
も
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
大
学
に
現
役
で
入
っ
て
四
年
で
卒
業
す

る
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
そ
う
で
な
い
場

合
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
そ
う
な
っ
た

の
か
を
確
認
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
毎
年

取
っ
た
単
位
を
細
か
く
聞
い
て
い
く
。
一
年

生
の
と
き
に
ど
ん
な
科
目
を
取
っ
て
何
単
位

取
っ
た
の
か
、
二
年
生
で
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
な
ど
と
確
認
し
て
い
く
。
大
学
の
学
業
プ

ロ
セ
ス
は
や
は
り
大
事
な
情
報
で
あ
る
」

内
定
辞
令
式
に
は
保
護
者
同
伴
で

　

こ
う
し
た
確
認
は
内
定
後
も
続
け
ら
れ
る
。

内
定
辞
令
式
や
、
一
二
月
の
同
社
の
社
員
を

含
め
た
明
光
義
塾
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
全
員
が
集
ま
る
総
会
時
に
、
内
定

者
を
少
し
早
め
に
呼
ん
で
面
談
す
る
。
た
だ
、

そ
れ
は
聞
き
取
り
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。

　
「
学
生
は
内
定
を
出
し
て
か
ら
翌
年
四
月

ま
で
に
結
構
変
わ
る
。
た
と
え
ば
、
内
定
時

の
髪
の
毛
は
黒
で
四
月
一
日
も
そ
う
だ
け
ど
、

一
二
月
に
会
っ
た
ら
茶
髪
に
し
て
い
た
り
。

そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、『
あ
あ
、
こ
の

学
生
も
そ
う
い
う
度
胸
が
あ
っ
た
ん
だ
』
と

か
え
っ
て
安
心
す
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
っ

た
様
子
を
垣
間
見
な
い
と
不
安
に
な
る
」

　

ま
た
、
内
定
辞
令
式
に
は
保
護
者
の
同
席

を
求
め
、
両
親
の
前
で
そ
の
学
生
が
ど
う
い

う
行
動
を
し
て
い
る
か
も
み
て
い
る
。

　
「
た
と
え
ば
、辞
令
式
に
は
食
事
も
出
す
が
、

『
食
べ
る
』
と
い
う
行
為
の
な
か
に
は
、
結

構
素
直
な
姿
が
現
れ
る
。
内
定
者
と
保
護
者

の
様
子
や
関
係
か
ら
、
一
概
に
内
定
者
の
内

面
が
わ
か
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
た

だ
、
教
室
長
と
し
て
親
子
関
係
に
介
入
す
る

仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、
自
身
の
親
御
さ
ん
と
の

関
係
か
ら
本
人
の
行
動
を
推
測
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
」

　

ま
た
、
こ
う
し
て
家
族
に
会
っ
て
お
く
こ

と
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
時
の
対
応

で
も
凄
く
効
果
的
だ
と
い
う
。

　
「
新
卒
社
員
は
家
族
が
拠
り
ど
こ
ろ
。
一

度
で
も
会
っ
て
お
く
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
や
す
い
。
ま
っ
た
く
面
識
も
な
い

状
態
で
は
、
本
人
が
困
っ
た
時
に
一
緒
に
な

っ
て
解
決
策
を
図
る
こ
と
も
で
き
に
く
い
。

内
定
辞
令
式
で
は
全
員
の
保
護
者
に
な
る
べ

く
来
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
例
年
、

御
母
様
が
多
い
が
、
御
父
様
も
い
ら
し
て
い

た
だ
け
る
。
心
を
通
わ
せ
る
場
に
な
っ
て
い

る
」

　

他
方
、
中
途
採
用
者
は
二
〇
代
半
ば
～
三

〇
代
半
ば
が
中
心
で
、
女
性
は
子
育
て
を
一

段
落
さ
せ
た
四
〇
代
も
含
ま
れ
て
い
る
な
ど

年
齢
が
上
な
の
で
、
そ
こ
ま
で
の
確
認
は
し

て
い
な
い
。

　
「
そ
れ
で
も
高
校
・
大
学
あ
た
り
の
話
は

三
〇
代
で
も
聞
く
。
親
御
さ
ん
と
の
関
係
も

必
須
で
、
教
育
業
界
は
身
近
な
人
へ
の
感
情

の
注
ぎ
方
と
か
表
出
の
仕
方
が
と
て
も
大
事

な
の
で
、
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
新
卒
も
同
様

だ
が
、
自
分
の
こ
と
を
話
し
た
う
え
で
、
相

手
に
も
話
し
や
す
く
な
っ
て
も
ら
い
、
話
し

て
も
ら
え
る
範
囲
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
」

　

参
考
ま
で
に
、
中
途
採
用
者
は
「
他
塾
か

ら
来
て
も
制
度
等
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、

仮
に
入
っ
て
も
混
乱
す
る
可
能
性
が
大
き
い

た
め
」
同
じ
業
界
経
験
者
は
少
な
い
。
意
外

な
こ
と
に
、
塾
関
係
者
は
一
番
近
く
一
番
遠

い
存
在
な
の
だ
そ
う
だ
。

研
修
で
一
体
感
の
醸
成
を

　

明
光
義
塾
で
は
、
教
室
長
の
業
務
特
性
上
、

偏
り
や
す
い
部
分
を
意
識
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
善
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
、
教
室
長
一
人
体
制
の
な
か
で
の
孤

独
感
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

修
を
設
け
る
な
ど
し
て
多
く
の
人
と
触
れ
合

う
機
会
を
設
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
入

社
後
す
ぐ
二
週
間
本
社
研
修
が
あ
り
、
そ
の

後
す
ぐ
に
教
室
長
の
事
務
研
修
を
二
カ
月
行

い
、
同
期
で
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て

お
く
。
現
場
に
配
属
さ
れ
た
後
も
、
最
初
の

一
年
は
頻
繁
に
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ロ
ー
研
修

で
顔
合
わ
せ
す
る
ほ
か
、
エ
リ
ア
ご
と
の
会

議
や
同
期
が
集
ま
る
場
も
設
定
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
社
員
旅
行
は
全
員
が
全
額
会

社
負
担
で
あ
り
、
海
外
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

「
日
常
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

維
持
し
に
く
い
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
非
日
常

を
味
わ
う
全
社
旅
行
は
プ
ラ
ス
だ
と
考
え
て

い
る
し
、
家
族
主
義
の
会
社
は
減
っ
て
き
て

い
る
な
か
で
、
そ
こ
は
す
ご
く
意
識
し
て
い

る
」。
今
後
は
、
社
長
や
役
員
と
会
う
機
会

も
積
極
的
に
設
け
て
距
離
感
を
縮
め
、
教
室

長
の
存
在
承
認
が
上
げ
ら
れ
る
風
土
を
作
る

試
み
も
考
え
て
い
る
。

ス
ト
レ
ス
耐
性
を
つ
け
て 

プ
ロ
意
識
を
持
た
せ
る

　

メ
ン
タ
ル
対
応
の
観
点
か
ら
は
、
ス
ト
レ

ス
耐
性
を
強
め
よ
う
と
「
ス
ト
レ
ス
＆
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
」
も
行
い
、
目
標
設
定
や
行

動
計
画
を
立
て
る
こ
と
も
実
践
し
て
い
る
。

　
「
入
っ
て
き
た
ば
か
り
の
人
が
ス
ト
レ
ス

を
持
っ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
し
、
一
定

割
合
の
人
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
崩
し
て
し

ま
う
こ
と
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
避
け
ら
れ

な
い
部
分
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
プ
ロ
の
教

育
者
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い

っ
た
ス
ト
レ
ス
要
因
も
摩
擦
と
し
て
経
験
す

べ
き
も
の
と
し
て
克
服
し
て
欲
し
い
。
な
の

で
、
プ
ロ
意
識
を
植
え
付
け
る
こ
と
に
主
軸

を
置
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
を
治
す
こ
と
は
あ
る
が
、
プ
ロ
意
識

を
植
え
付
け
る
こ
と
を
主
軸
に
、
そ
の
た
め

の
目
標
設
定
・
行
動
計
画
書
を
研
修
で
作
っ

て
も
ら
う
」

　

ま
た
、
本
人
・
上
長
の
希
望
に
応
じ
て
、

産
業
医
と
の
月
一
回
の
面
談
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
面
談
に
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
作
り
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と
し
て
、
人
事
か
ら
あ
る
一
定
の
時
間
以
上

残
業
し
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
て
い

る
。
そ
の
返
信
が
な
か
っ
た
人
に
も
、
連
絡

し
て
面
談
の
問
い
か
け
を
行
う
。

　

併
せ
て
、
新
卒
・
中
途
に
限
ら
ず
入
社
後

三
カ
月
経
っ
た
時
点
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
未
然
防
止

や
組
織
と
し
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
本
人

に
自
覚
・
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
も
試
み
て

い
る
。

職
場
の
人
間
関
係
も 

自
分
で
解
決
で
き
る
よ
う
に

　

教
室
長
の
上
長
に
あ
た
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
教
室
長
の
人
間
関
係
の
改
善
に

注
力
し
て
い
る
。

　
「
業
績
な
ど
の
数
字
管
理
は
シ
ス
テ
マ
チ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ま
り
確
認
し
な

く
て
良
い
が
、
生
徒
や
保
護
者
、
講
師
、
教

室
長
同
士
な
ど
の
人
間
関
係
は
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
。
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
関
係
が
あ
っ

た
ら
、
改
善
に
向
け
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
模

索
す
る
」

　

生
徒
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
継
続
性
の

意
識
を
持
た
せ
る
よ
う
に
水
を
向
け
て
い
る
。

　
「
塾
は
『
受
験
』
と
い
う
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス

を
扱
う
ビ
ジ
ネ
ス
だ
が
、
生
徒
に
と
っ
て
は

塾
を
卒
業
し
て
も
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た

り
す
る
の
で
、『
結
果
と
し
て
、
一
生
付
き
合

う
の
だ
か
ら
頑
張
っ
て
』
と
話
し
て
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
自
己
犠
牲
の

問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
『
う

ち
は
生
徒
や
保
護
者
も
大
事
だ
け
ど
、
社
員

は
も
っ
と
大
事
。
君
の
体
調
に
影
響
す
る
く

ら
い
だ
っ
た
ら
、
た
と
え
お
客
様
に
も
は
っ

き
り
伝
え
る
』
よ
う
に
し
て
い
る
」

　

た
だ
し
、
よ
く
問
題
と
な
る
ベ
テ
ラ
ン
講

師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、「
自
分
で
解
決
で
き
る
よ
う
、
三

カ
月
ぐ
ら
い
は
あ
え
て
様
子
見
し
て
い
る
」

と
い
う
。

　
「
他
の
講
師
の
対
応
も
客
観
的
に
眺
め
つ

つ
、
教
室
長
が
ベ
テ
ラ
ン
講
師
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
む
姿
を
リ
ア
ル
に
み
せ

て
、
教
室
の
あ
る
べ
き
姿
が
ど
う
な
の
か
を

全
体
に
体
験
さ
せ
る
ほ
う
が
プ
ラ
ス
に
な
る

か
ら
だ
。
陰
で
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
解

決
し
て
し
ま
う
と
、『
ど
っ
ち
か
が
折
れ
た
ん

だ
』
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
な
か
な
か
満
足

の
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
く

て
も
、
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
め
ざ
し
て
頑

張
ら
せ
る
。
そ
の
後
、
教
室
長
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
ら
、

今
度
は
ベ
テ
ラ
ン
講
師
が
教
室
長
の
強
力
な

サ
ポ
ー
タ
ー
に
変
身
し
て
く
れ
る
し
、
そ
う

な
ら
な
い
と
良
い
教
室
は
作
れ
な
い
」

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
広
が
る 

環
境
づ
く
り
を

　

一
方
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
地
方
教

室
の
女
性
教
室
長
が
キ
ャ
リ
ア
展
開
で
き
る

か
ど
う
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

関
東
近
郊
の
教
室
長
は
本
部
の
サ
ポ
ー
ト

部
門
な
ど
で
結
婚
・
出
産
し
て
も
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
新
卒
者

の
説
明
会
で
も
「
育
児
休
業
は
取
得
で
き
ま

す
か
？
」
と
の
質
問
が
出
る
度
に
、「
も
ち
ろ

ん
で
す
。
ご
自
身
の
特
別
な
事
情
が
な
い
限

り
、
是
非
、
育
児
休
業
後
も
働
い
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
お
り
、
事
実
、
今
も
育
児
休

業
取
得
者
が
本
部
と
関
東
圏
の
教
室
長
で
十

数
人
い
る
な
ど
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

地
方
に
は
ま
だ
そ
の
受
け
皿
が
用
意
で
き
て

い
な
い
た
め
、
教
室
業
務
だ
け
に
限
ら
な
い

キ
ャ
リ
ア
展
開
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い

る
。

　
「
現
在
、
育
児
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
社

員
の
評
価
や
育
成
、
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア
展
望

な
ど
課
題
は
多
い
。
基
本
的
に
働
け
る
時
間

も
限
ら
れ
る
の
で
、
複
数
業
務
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
ら
れ
な
い
か
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
働
く
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
が
広
が
る
よ
う
な
環
境
設
定
を
考

え
て
い
き
た
い
」

通
算
五
年
継
続
雇
用
後
の
対
応
は

　

同
社
の
直
営
教
室
に
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
講

師
は
約
二
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
人
。
一
年
更

新
の
有
期
契
約
で
、
勤
務
は
週
一
日
・
一
コ

マ
か
ら
Ｏ
Ｋ
。賃
金
は
受
け
持
つ
授
業
数（
一

コ
マ
九
〇
分
）
×
コ
マ
給
で
支
払
わ
れ
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
週
二
日
（
四
コ
マ
）
勤

務
の
大
学
一
年
生
の
あ
る
新
人
講
師
の
場
合
、

「
コ
マ
給
一
五
〇
〇
円
×
週
四
コ
マ
＝
月
額

二
万
四
〇
〇
〇
円
」、
週
三
日
（
六
コ
マ
）

勤
務
の
別
の
ベ
テ
ラ
ン
社
会
人
講
師
の
ケ
ー

ス
は
、「
コ
マ
給
一
八
〇
〇
円
×
週
六
コ
マ
＝

月
額
四
万
三
二
〇
〇
円
」
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

契
約
更
新
に
関
し
て
は
、
大
学
生
な
ど
は

卒
業
と
同
時
に
辞
め
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
社
会
人
講
師
の

な
か
に
は
、
勤
続
五
年
を
超
え
る
人
は
ご
く

普
通
に
存
在
す
る
と
い
う
。
改
正
労
働
契
約

法
に
お
け
る
通
算
五
年
を
超
え
る
継
続
雇
用

後
の
無
期
転
換
権
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
い
ま
は
コ
マ
数
を
中
心
に
み
て
、
教
室
へ

の
貢
献
や
他
講
師
へ
の
好
影
響
ま
で
を
定
量

的
に
は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
て
い
な
い
が
、
施
行

後
三
年
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
五
年
を
迎
え
る

ま
で
の
間
に
、
行
動
評
価
的
な
も
の
を
よ
り

厳
密
に
み
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
の

こ
と
。
さ
ら
に
詳
し
く
聞
く
と
、「
現
在
も
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
の
豊
富
な
教
室
長
は
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
把
握
で
き
て
い
る
と
思
う

が
、
新
卒
の
教
室
長
は
そ
こ
ま
で
判
断
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
卒

の
教
室
長
が
多
く
を
占
め
る
な
か
、
新
し
く

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

感
覚
知
で
は
な
く
事
実
を
も
っ
て
人
を
み
る

目
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
考
え

方
を
示
し
た
。

限
定
正
社
員
導
入
の
可
能
性
は

　

一
方
、
人
事
労
務
の
改
善
を
進
め
る
な
か

で
、
今
後
、
勤
務
地
や
職
種
を
限
定
す
る
な

ど
の
社
員
の
働
き
方
の
見
直
し
は
検
討
課
題

に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

参
考
ま
で
に
尋
ね
る
と
、「
職
種
に
つ
い
て

は
、
教
室
長
の
職
務
に
限
定
し
て
採
用
す
る

と
、
経
験
を
全
体
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
な
っ
た
と
き
に
、
改
め
て
面
接
が
必
要
に

な
る
な
ど
の
基
準
づ
く
り
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
教
育
改
革
の
動
き
な
ど
に
伴

い
、
教
室
長
の
仕
事
は
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
変
化
や
淘
汰
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、
教
室
長
と
し
て
の
限
定
社

員
は
考
え
に
く
い
部
分
が
大
き
い
」
と
の
こ

と
。
ま
た
、
勤
務
地
も
「
現
状
は
決
め
に
く

い
。『
自
分
の
住
む
土
地
』
と
い
う
点
で
は

特
定
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
じ

エ
リ
ア
内
で
も
多
様
な
教
室
が
あ
る
な
か
で
、

今
は
エ
リ
ア
を
広
げ
て
そ
の
人
の
適
性
や
希

望
な
ど
に
沿
っ
て
担
当
す
る
教
室
を
政
策
的

に
決
め
て
い
る
」
と
話
す
。

　

な
お
、
改
正
高
年
齢
者
雇
用
継
続
法
に
伴

う
六
〇
歳
以
上
の
継
続
雇
用
に
関
し
て
は
、

年
金
支
給
に
合
わ
せ
る
形
で
定
年
年
齢
を
一

歳
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

（
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
、荒
川
創
太
）


